
 

 1

 

平成 24年 10月 3日 

各位 

旭食品株式会社 

代表取締役 竹内成雄 

 

カナカン株式会社 

代表取締役 荒木章 

 

丸大堀内株式会社 

代表取締役 堀内琢夫 

 

経営統合に関するお知らせ経営統合に関するお知らせ経営統合に関するお知らせ経営統合に関するお知らせ    

 

旭食品株式会社（以下「旭食品」という）、カナカン株式会社（以下「カナカン」という）

及び丸大堀内株式会社（以下「丸大堀内」という）は、それぞれの取締役会において、株主

総会の承認決議等所要の手続きを経た上で、平成 25年 1月 26日を期日（予定）として、

会社分割及び統合により共同持株会社（以下「持株会社」という。）を設けることを決議し、

最終合意書を締結いたしましたので、下記の通りお知らせします。 

 

１ 経営統合の目的及び統合後のビジョン 

食品中間流通業界をめぐる環境は、ますます激しい変化が生じることが予測されてい

ます。この様な環境の変化に対応するため、旭食品、カナカン及び丸大堀内（以下あわ

せて「3 社」という）は、地域卸の強みを生かしつつ、グループシナジーの最大化を推進

して新たな価値創造に取組む地域連合を形成することを目的として、平等の精神に基づ

き、3社の自主性・機動性の向上を促進しつつ、新たなビジネスチャンスの創出・拡大と、

グループ価値の向上を目指し、平成 25 年 1 月 26 日を目途に、共同持株会社制へ移行す

ることといたしました。 

統合後のビジョンとして、地域に根ざし成長してきた企業の使命として地域の隅々ま

で商品を配荷することで地域のライフラインを維持し、かつ地域のコミュニティを守る

ことを掲げてまいります。また、それと同時に広域のお得意先様には、3社が強みとする

地域商材の提案や地域で培ってきた顧客対応力を活かし、3社連合による全国対応によっ

てお客様の要望にお応えしてまいります。こうした地域と全国をつないでいく取組みに

より、食の流通網を構築することを志向してまいります。 

 

２ 経営統合の条件 

(1) 経営統合のスキーム 

経営統合のスキームは、まず、３社がそれぞれ、会社分割により、大半の事業を新た

に設立する会社に承継させることで持株会社制に移行し、その後に持株会社 3 社を統合

します。 



 

 2

すなわち、旭食品は、平成 24 年 12 月 3 日を目処に、商号を「旭食品ホールディング

ス株式会社」と変更し、同社の大半の事業を会社分割により、新設する「旭食品株式会

社」へ承継させ、カナカンは、平成 24年 11 月 26 日を目処に、商号を「カナカンホール

ディングス株式会社」と変更し、同社の大半の事業を会社分割により、新設する「カナ

カン株式会社」へ承継させ、丸大堀内は、平成 24 年 12 月 3 日を目処に、商号を「丸大

堀内ホールディングス株式会社」と変更し、同社の大半の事業を会社分割により、新設

する「丸大堀内株式会社」へ承継させます。 

その上で、「旭食品ホールディングス株式会社」、「カナカンホールディングス株式

会社」及び「丸大堀内ホールディングス株式会社」が、平成 25 年 1 月 26 日を目途に、

「旭食品ホールディングス株式会社」を存続会社として統合し、共同持株会社制に移行

します。 

持株会社の商号については、現在協議中であり、11月下旬を目途に決定する予定です。 

  

(2) 経営統合の日程 

  平成 24年 6月 15日   基本合意書調印  

  平成 24年 10月 1日   最終合意書調印 

  平成 24年 11月 26日 新設分割期日（カナカン） 

  平成 24年 12月 3日    新設分割期日（旭食品、丸大堀内）  

  平成 25年 1月 26日   統合期日 

 

(3) 株式割当比率 

統合の際に、株主に割り当てられる持株会社の株式数の割合（株式割当比率）は、下記の

とおり予定しています。 

記 

旭食品ホールディングス株

式会社（現・旭食品） 

カナカンホールディングス

株式会社（現・カナカン） 

丸大堀内ホールディングス

株式会社（現・丸大堀内） 

１ １．２６ ８．９５ 

 

３ 当事会社の概要 

(1)商号 旭食品株式会社 カナカン株式会社 丸大堀内株式会社 

(2)事業内容 一般加工食品･冷凍

食品・チルド食品・

酒類・菓子・家庭用

品の卸売業、酒類・

無農薬野菜・惣菜・

弁当の製造販売、水

産物の加工販売、食

品小売店による事業 

一般加工食品・チル

ド食品・冷凍食品・

菓子・冷菓・糖粉・

酒類等の卸売業 

一般加工食品・酒類・

冷凍食品・チルド食

品・水産物・畜肉製

品・砂糖・ペットフー

ド・食品原料等の卸売

業及び惣菜の製造販

売 

(3)設立年月日 昭和 31年 4月 昭和 21年 2月 昭和 24年 12月 
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創業：大正 12 年 10

月 

創業：明治 18年 2月 

(4)本店所在地 高知県高知市九反田

9番 15号 

 

（本社所在地） 

高知県南国市領石

246 

石川県金沢市袋町 3

番 8号 

青森市問屋町 2 丁目

15番 22号 

(5)代表者の役職・ 

氏名 

代表取締役会長 

竹内克之 

代表取締役副会長 

竹内康雄 

代表取締役社長 

竹内成雄 

代表取締役会長 

角間俊夫 

代表取締役社長 

荒木章 

代表取締役社長 

堀内琢夫 

(6)資本金 1,035百万円 491百万円 100百万円 

(7)発行済株式総数 14,063,956株 8,300,000株 600,000株 

(8)直近の売上高（連

結） 

377,313百万円 143,791百万円 93,806百万円 

(9)決算期 3月 1月 3月 

(10)従業員数 2,150名 824名 505名 

(11)当事会社の関係 

 

資本関係 ありません。 

人的関係 ありません。 

 

４ 完全親会社となる持株会社の概要 

(1) 商号  

  現在 3社間で協議中です。 

 

(2) 事業内容   

持株会社は、3社が共通して保有する機能のうち、段階的に商流、物流、情報流の統一

を目指します。当初は共同仕入事業、商品開発事業、広域営業機能、及び、資産の運営管

理等を行います。 

具体的には、①共同仕入事業は、全国規模で取り扱う商品の仕入窓口や事業会社の販売

管理を行います。②商品開発事業では、3社が取り扱う地域商品やプライベートブランド

の相互活用を行うとともに、将来は統一ブランドの開発を計画しています。③広域営業事

業においては、全国規模の量販店、コンビニエンスストア及び、団体・グループ等との窓

口機能を担い、全国一律のサービス提供に取組みます。尚、3社は地域に根ざし成長して

きた企業として、今まで通り、地域に隅々まで商品を配荷する機能を重要視し、地域のラ

イフラインの維持と地域のコミュニティとの共存に努めてまいります。 
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(3) 本店所在地（予定） 

  東京都港区 

 

(4) 取締役（予定） 

  代表取締役社長 竹内成雄 （旭食品   代表取締役社長） 

  代表取締役    荒木 章（カナカン 代表取締役社長） 

  代表取締役   堀内琢夫（丸大堀内 代表取締役社長） 

  取締役     竹内克之 （旭食品   代表取締役会長） 

取締役        竹内康雄 （旭食品   代表取締役副会長） 

取締役        角間俊夫（カナカン 代表取締役会長） 

取締役      堀内剛博（丸大堀内 取締役専務） 

 

(5) 資本金     

 10億 3530万 2440円 

 

(6) 発行予定株式数  

  2989万 1956株  

 

(7) 決算期  

  3月末日 

 

＜お問い合わせ先＞ 

旭食品株式会社 

【部署名】広報室 

【担当者氏名】笹岡亮 

ＴＥＬ：088-880-8773 

ＦＡＸ：088-880-8701 

カナカン株式会社 

【部署名】総務部 

【担当者氏名】堀井栄一 

ＴＥＬ：076-231-1151 

ＦＡＸ：076-222-1214 

丸大堀内株式会社 

【部署名】管理部 

【担当者氏名】一戸大樹 

ＴＥＬ：017-738-4311 

ＦＡＸ：017-738-7536 

※本発表資料の内容は発表日現在の情報です。予告なしに変更され、ご覧になった日と情報

が異なる可能性もございますので、あらかじめご了承ください。 

 


